
 

先進地区・先進校視察③ 

令和５年８月 28日（月） 岐阜県岐阜市立岐阜小学校  

 

「地域創造型」コミュニティ・スクール岐阜小学校 
                       

１ 学校規模等  

・通常学級 12、特別支援学級３、計 15学級 全校児童 276人 

・校区には、北に清流長良川が流れ、東に緑豊かな金華山がそびえる。岐阜小学校は、 

岐阜城下町を校区としてきた金華小学校と、旧県庁舎（新市庁舎）・警察署・消防署・

裁判所等が建ち並ぶ官公街を校区とする京町小学校の、二つの伝統校が統合して平成

20年度に開校した。 

 

２ 設置関係 

・設置開始時期  準備 平成 19年度  正式 平成 20年度 

・行政関係部署  岐阜市教育委員会 学校指導課教育推進係 

・学校運営協議会委員 

【地域】自治連合会長、民生員等（10 名）、ＰＴＡ代表（４名）、元ＰＴＡ役員（４名） 

（計 18名） 

【学校】校長、教頭、教務主任、生徒指導主事（４名） 岐阜中央中学校教頭（１名） 

岐阜大学・岐阜聖徳学園大学・北海道教育大学（３名）（計８名）【総計 26名】 

     

３ 当日の視察より 

(1) 視察内容 

・運営協議会長及び校長からの説明と校内施設見学 

(2) 設置から現在に至るまでの概要 

・金華小学校と京町小学校の統合が決まったことを契機にコミュニティ・スクール 

（以下ＣＳ）の機運が高まった。開校と同時に岐阜市最初のＣＳに指定され、文部

科学省の研究指定事業として「地域や家庭との連携・協働教育プログラム」を開発

した。平成 24年、「ふるさと大好き」を合い言葉に関係者の連携が一気に深まる。 

・運営協議会には、「今の学校の姿は、将来の地域の姿」との強い思いがある。学校活性

化を目指した導入当初の「学校支援・地域活用型」から、「学校支援・地域参加型」を

経て、現在は持続可能な地域づくりへと向かう「地域創造型」の学校へと進化している。 

(3) 組織 

・学生、地域住民・保護者、地元企業や地域の諸団体がボランティアとして「岐阜小コ 

 ミュニティ・サポーター」として登録する。登録者は、次の三つの事業部のいずれ

か一つ以上に属して活動する。 

学 び 部：「読み聞かせ」「放課後スクール」など、学習支援や学習環境の整備 

を行う。特に夏休みに行う 15講座もある「サマースクール」は大勢

の講師や児童が関わり、にぎわう。 



 

安全・安心部：下校時の付き添い、危険箇所の確認・改善要望等、児童の安全な登 

下校をサポートする。 

地域行事部：地域のすばらしさを伝え、大人と子ども、地域に住む大人同士の信 

頼関係を築くことを目的とした「岐阜小ふるさとふれあいフェスタ」 

を企画・運営する。 

(4) 質疑より 現状の成果（〇）と課題（★） 

・協力団体との連絡・調整については、年間に計画的に配した会議で行う。会議で顔

を突き合わせ相互理解を深めなければ、何事も円滑に進まない。 

・ＣＳへの教員の関わりについて、かつては上記３部に全教員を割り振っていたが、

現在は教頭や教務が代位して専門部会に出席している。 

・ＣＳは無償で活動している。無償の方が人数に制限をかけることなく参加してもら

える。また、金銭目当てで活動しようとする人も出なくなる。 

〇サマースクールに多数の講座を設定できるのは、ＰＤＣＡのＤを重視しているから。

安全面を除けば、反省や改善に捉われず、各自がその場で改善しつつ実行した方が

継続する。また、失敗してもフォローが入るし、大人も成長を実感できる。 

〇岐阜市は全中学校にボランティアを呼びかけるが、それに応える中学生の多くが本

校の卒業生。ＣＳの体験が児童の心に残り、「ぼくも私も」との意欲を高めている。 

★構成員の入れ替わりによる事業への理解・意欲の変化。 

 

４ 年間計画概要              

 

５ 視察所感 

 

 

 

 

 

 

 事 業 等  事 業 等 

４月 ＣＳ理事会 10月  

５月 第１回運営協議会、ＣＳ専門部会１ 11月 ＣＳ専門部会４ ふれあいフェスティバル 

６月 第２回運営協議会、ＣＳ専門部会２ 12月 第５回運営協議会 

７月 第３回運営協議会、サマースクール １月 第６回運営協議会、ＣＳ専門部会５ 

８月 ＣＳ専門部会３ ２月 第７回運営協議会 

９月 第４回運営協議会 ３月  

通年 ＣＳの日、にっこり見守り隊（１年生下校引率） 

お話を伺い、印象に残ったことの中から次の２つを記載する。 

・会長の、ＣＳは「学校のため」ではなく「自分の成長のため」と思える人で構成す

べきとの言葉。「自分のため」なら不平不満が出ない。 

・運営協議会長の熱意と校長の指導力。会長は、当初ＣＳに反対の立場だったが、Ｃ

Ｓについて調べるうちに賛成の立場に。反対していたころのエネルギーが大きかっ

た分、現在の推進力も大きい。校長は会長や各団体との円滑な連携を図るととも

に、教職員への指導力を発揮して活動を維持・発展させている。 


